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山上宗二の居所・略歴について

メモ）鉄本 2024.05.15

来館者から宗二の居所についての質問があったため調べてみました。想定される居所は３ケ所あったようです。

１．山上宗二略歴

年号 西暦 年齢 宗二の出来事 日本の出来事

天文４年 １５３５ ―― 市小路「藤五郎殿さつまや」 「孫五郎殿さつまや」

の名前 （『念仏寺築地修理料差文』）

天文１３年 １５４４ １ 堺の薩摩屋一族の一人として誕生 鉄炮伝来（１５４３）

永禄８年

５月

１５６５ ２２ 山上宗二が朝会に千宗易、今井宗休らを招く。

この頃、千宗易の弟子となる。（一説に永禄３年）

永禄９年

９月

１５６６ ２３ ９月１０日： 堺・甲斐町土倉小路の貸家二階にて

茶会を開く。座敷が広かったため屏風で囲って席

を作った。ここでは石川宗二の記名がある。

参加者： 津田了雲、津田宗及

（『天王寺屋会記』）

(注)津 田 宗 達 （ 宗 及 の

父）の兄弟に、宗閑、了

雲、道叱がいた。

永禄９年

１０月

１５６６ ２３ １０月４日： 堺・市小路において茶会を開く。

参加者： 銭屋宗仲、等兌、津田宗及

（『天王寺屋会記』）

この後、天正１４年（１５８６）までに宗二主催の茶会

が３１回開かれている。

（注）この時期、薩摩屋と

称していた。後に山ノ上

に移住し、山上と称す。

天正元年 １５７３ ３０ 南宗寺住職の古渓宗陳が大徳寺１１７世の住持に

転ずる際に奉加。 （宗易、宗及の名も併記）

室町幕府滅ぶ

浅井・朝倉氏滅ぶ

天正２年 １５７４ ３１ 織田信長が京都・相国寺に堺衆を招き茶会を開

く。

参加者： 山上宗二の他、紅屋宗陽、塩屋宗悦、

今井宗久、茜屋宗左、松江隆仙、高三隆世、千宗

易、油屋常琢、津田宗及の１０名

天正３年 １５７５ ３２ 座禅と禅問答の会に、宗易、宗及らと共に参禅し、

笑嶺宗訴が出した公案に答える。

「長篠の戦」

天正年間 「瓢庵」を名乗る。「瓢」は秀吉の馬印から拝領。

天正１０年 １５８２ ３９ 禄を失い「牢人」となる。

一説に、「牢人」は偽装で徳川との戦いを前に、前

田利家の動向を探るために秀吉が送ったという。

（永島福太郎氏、米原正義氏の説）

「本能寺の変」

天正１２年 １５８４ ４１ 金沢に下向し、前田利家から「米千俵分」を拝領。 「小牧・長久手の戦い」

天正１４年 １５８６ ４３ 奈良で豊臣秀長の茶堂をつとめる。

天正１５年 １５８７ ４４ 高野山に入山。 安養院に滞在。

『山上宗二記』の執筆を始める。

北野大茶会

天正１６年 １５８８ ４５ 高野山を下山し、小田原・北条氏に寄寓。

北条氏直の茶堂となる。

天正１８年

４月

１５９０ ４７

没

宗二、小田原城を去る。

箱根湯本の早雲寺にて秀吉・宗二の会見

秀吉の怒りにより、宗二が処刑される。

豊臣秀吉小田原城攻め

天正１９年 １５９１ 宗二の子、道七の依頼により、大徳寺の古渓宗陳

が宗二に別号「瓊林（けいりん）」を贈る。

道七は伊勢屋の養子となり、一度は徳川家康の茶

堂となったが、父と同じく短気であった為、牢人と

なり伊予に下った。
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２．推定される山上宗二の居所

  下の地図は元禄１７年（１７０４）の「堺市古図」。 出典：堺市立図書館デジタル

  地図上の番号： １＝市之町（現在の堺市堺区市之町東１丁付近 堺警察署付近）

２＝九間町（現在の堺市堺区九間町東１丁付近  錦小学校の西１００ｍ付近）

３＝山上鍛冶屋町（現在の堺市堺区大町東４丁付近  祥雲寺・本光寺の西方向付近）

A＝甲斐町（宗二が貸家を借りて茶会を開いた場所  現在の甲斐町 開口神社付近）

（１）推定居所１  【市小路】の裏付け史料

  ①開口神社文書『念仏寺築地修理料差文』（以下、「『差文』と略）

 山上宗二は「薩摩屋」という屋号をもつ商人だったところから『差文』に書かれている「さつまや」の人物と

       関係があると考えられる。   ＊『差文』は天文４年（１５３５）の文書

         

  ②『天王寺屋会記』（以下、「『会記』と略）

   永禄９年（１５６６）に宗二による茶会が開かれており、『会記』には、

「市小路宗二」とある。（右図参照 『会記』の一部）

「仲」は、銭屋宗仲のこと。 「兌」は、「等兌」のこと。 「及」は、津田宗及のこと。

１２

３

市小路 「藤五郎殿さつまや」

            「孫五郎殿さつまや」

A
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（２）推定居所２ 【九間町】の裏付け史料

  『文禄３年九間町検地帳』（以下、『検地帳』と略）に家主として「宗仁」という人物がみえ、その家作は「あきや」

となっている。「宗仁」を「宗二」の誤記（『堺市史第４巻』の茶人伝記系図でも「仁」の文字が使われている）と解

釈すると宗二死後４年後の文禄３年頃まで九間町に登記上土地・建物を保有していたことになり、生前は薩摩

屋としての店又は居宅があったことが推測できる。

＜薩摩屋屋号の人物と記載文書＞

・薩摩屋宗仁    『数寄者名匠集』及び『文禄３年堺之内九間町御検地御帳（覚応寺文書）』

（注） 当時の九間町は「御坊之内」３６５０坪、「御坊の内堀跡」１７８１坪に大きく分かれる。この御坊とは、

文明８年（１４７６）真宗寺境内に建てられた信証院を継承する北御坊（後の本願寺堺別院）のことで、

「御坊之内」は北御坊の寺内町的性格が濃いという。なお、「堀跡」は「御坊之内」を囲繞していたと

想定できる。宗仁は「御坊之内」東側に間口約１．５間、面積２６．５坪と１７．５坪の家屋を保有していた。

      ・薩摩屋宗二     『会記』及び「古渓和尚入寺奉賀帳」

     ＊＊＊その他の薩摩屋の人物＊＊＊

   ・薩摩屋宗軒        『天王寺屋会記』（以下、「『会記』と略）

   ・薩摩屋宗忻（そうきん）    『会記』、『今井宗久茶湯日記抜書』及び『松屋久政茶会記』

     （注）永禄２年（１５５９）４月に、奈良の茶人松屋久政が「堺、市小路薩摩屋宗忻（そうきん）」を訪問。

      この宗忻（そうきん）が、『差文』の「藤五郎殿さつまや」か「孫五郎殿さつまや」である可能性。

   ・薩摩屋宗椿（そうちん）   『会記』  堺の連歌師で牡丹牡丹花肖柏の門人（『明翰抄』）   

（３）推定居所３  【山上】の裏付け史料

『天王寺屋会記』（以下、「『会記』と略）

  

                （注）「宗へき」は、「宗壁」のこと。

                宗二と同族とされている。

永禄９年９月１０日時点

本姓「石川」名

永禄９年１０月４日時点

居所は「市小路」

永禄１０年１２月１日 宗ヘキの茶会

永禄１１年１０月２１日 宗二の茶会

居所が「山上」となり、「山上」と称す。
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３．「茶会記」などの文書にあらわれる山上宗二と同時代の屋号持堺商人

屋号 名前 生没 事柄 備考

天王寺屋 新次郎 不詳 天王寺屋の初見。文明２年（１４７５）堺南荘念仏

寺近くに居を構えた。

「開口神社文書」

田地売渡状に記載

津田宗達
（そうたつ）

１５０４～

１５６６

津田宗伯の長男。南宗庵の古岳宗亘から法号宗

達、大林宗套より大通の居士号を受けた。天文１

７年から永禄９年までの『天王寺屋会記』を残し

た。

名物茶器を３０種余

り所持。

同上 津田宗閑
（そうかん）

不詳 津田宗伯の次男で、宗及の叔父。津田宗達と兄

弟。永禄１３年（１５７０）善通寺玉仲が大徳寺１１２

世に就任する際に２００貫文を寄進。信長の矢銭

要求への対応策を宗及らと相談。

同上 津田了雲
（りょううん）

不詳 津田宗伯の三男で、宗及の叔父。信長の矢銭要

求への対応策を宗及らと相談。信長に名器を差し

出した。

同上 津田道叱
（どうしつ）

不詳 津田宗伯の四男で、宗及の叔父。博多商人の神

屋宗湛と親交があり、天王寺屋商圏の九州方面

を担当。

博多商人の大坂進

出にも支援

同上 津田宗及
（そうぎゅう）

？～

１５９１

津田宗達の嫡子。茶会記にでる名は助五郎、隼

人、宗及と改名。大小路に居所を構える。大徳寺

１５６世の江月宗玩は宗及の子。宮中医の半井云

也は娘婿。天文８年から天正１５年までの『天王寺

屋会記』を残した。

永 禄 １ ２ 年 （ １ ５ ６

９）、信長の上使衆

（柴田勝家・佐久間

信盛ら）を饗応）

薩摩屋 宗忻
（そうきん）

弘治２年（１５５６）４月に、神明町の笠原宗全（別

称：侘助宗全）を亭主とした茶会に開相斎、天王

寺屋宗達と共に客となっている。

永禄２年（１５５９）４月に、奈良の茶人松屋久政が

「堺、市小路薩摩屋宗忻（そうきん）」を訪問してい

る。

『宗達他会記』

・肩衝＝侘助肩衝

・香＝「太子」

同上 宗仁
（そうに）

宗二の誤字か？

『堺市史 第 4 巻』では、「宗仁」となっている。

『文禄３年九間町検地帳』にみえる。

【参考文献】

・『堺衆 山上宗二』 神津朝夫 龍興山本源院 小野雲峰 一会塚発起人 ２００７

・『山上宗二記入門』 神津朝夫 角川学芸出版 ２００７

・『山上宗二記と茶人宗二』 神津朝夫  宮帯出版社 ２０２２

・『茶道史ゆかりの地を歩く』 森 恭彦  淡交社 ２０１９

・『１６世紀における堺商人の動向 天王寺屋をめぐって』 速水佐恵子 東京女子大学歴史学部会 １９６４

・『天王寺屋茶湯日記』 国会図書館デジタルコレクション

・『堺市図書館 館報Ⅰ』 「中世堺の町なみについて」 関大）永井規男 堺市博物館）谷直樹 １９８２

・『１６世紀における堺商人の商圏・文化圏の拡大』 青柳 勝  国史学会 １９８７

・『堺人 第 2 号』 堺泉州出版会 ２００４

・『堺市史 第７巻 第一編 人物誌』 『堺市史 第４巻 第二編 第六茶道関係資料』
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【付記】

  平成６年（１９９４）に、堺市堺区の頓宮（住吉大社御旅所）か

ら南東約５０ｍ付近の発掘調査場所（堺区宿院町３丁１５）から

木簡（荷札）が出土された。『堺市文化財調査概要報告 第６７

冊』（１９９７ 堺市教育委員会）の報告内容を基にまとめた。

木簡（荷札）の裏表面には、「栽松軒」と「宗三」の墨書が観察さ

れた。墨書はかすれており、「宗二」とも読めなくはないが、赤

外線カメラによる観察により「宗三」と特定された。

出土木簡（荷札）

左写真：

「栽松軒」

（さいしょうけん）の墨書

「栽松軒」とは、大徳寺の

僧である大林宗套の

 居所で、大徳寺塔頭

 大仙院の西隣にあった。

 現在は、聚光院になって

 いる。

右写真：

「宗三」の墨書

  大林宗套は、南宗寺の

開山の祖であり、堺との関係が深い。「宗三」は、三好政長の法名「半隠軒宗三」のことと思われる。大林宗套は

三好氏と関係が深く、これは大徳寺にいる大林宗套が三好政長に宛ててなにかを送った際の荷札と思われる。

木簡（荷札）の埋没時期は、周辺から出土した遺物の状況から１５４１年以降、１６世紀中頃までと思われる。

この時期に周辺地域に在住した主な人物は、次の通り。（数字は生没の西暦）

①大林宗套：１４８０～１５６８ ②三好政長：１５０８～１５４９ ③武野紹鴎：１５０２～１５５５

④津田宗達：１５０４～１５６６   ⑤千利休：１５２２～１５９１    

＊山上宗二：１５４４～１５９０ 木簡の埋没時期が１５４１年以降とすると宗二がこれに出会うことはない。

         従って、木簡の文字を「宗二」とする考えは後退することとなる。

【宗三について】  「宗三」は、三好政長の法名で、半隠軒宗三という。三好政長は、三好氏の一族で、

三好長慶の父である元長としばしば対立した。享禄４年（１５３１）、阿波国人衆（元長側）と摂津国人衆（細

川晴元、政長側）の戦いで、元長を顕本寺での自害に追いやる。その後、三好長慶の決起による「江口の

戦い」（天文１８年 １５４９）で、政長は討死する。政長の菩提所は善長寺（堺区神明町東３）にある。


